

























































破る異化作用に言及した（滝波, 2006a, 2010）． 
 
第 1図 パリ市域 20 区（左）とパリ近郊 3 県（右） 
注）数字はパリの区名や近郊の県番号，点線は川，矢印は水の流れる向き．また，中央部から周辺部へ，



























































グ=シュルツ, 1994, pp.7-45）． 








ている（レルフ, 1991, p.172）． 
 その後，レルフは雰囲気を後者に絞る．すなわち，


















































































































































































































































ー』だ（バルト, 1967, pp.87-91；Gritti, 1967；Lérivray, 
1975；竹内, 1979；中川, 1991；小倉, 1995, pp.99-109；


































では，まとまりが 4 つあり，BCD，EF，GHIJ はそれ
ぞれ連鎖する．また，4 つのまとまりは，A と B が
















































記述素をまとめる作業は 3 通り考えられる． 
























述群」（《   》で示す）と呼ぶ． 
 記述素連鎖には，「α 的で β 的な γ」の修飾関係，












で 5 因子を抽出した（第 1 表）．そして，因子付加量
を見て，因子 2 が正の最大値の記述素を《都市美》，
因子 1 が正の最大値の記述素を《文化度》，因子 1 と








ら，1 グループとした．さらに，因子 2 と因子 3 が
負の二大値の記述素を《絵画美》，因子 2 と因子 3 が
正の二大値の記述素を《希少性》，としたが，ともに





























































































































































































い．そこで，『ギド・ブルー・パリ 1990』の 83 章（大
半が各界隈に当たっているので，「83 界隈」と呼ぶ）
別に，記述群の割合を明らかにする．例えば，ある
界隈に出てくる記述素が a1，a2，a3，b1，b2の 5 つな













































級感》，の 3 段階に区分できる． 






区分 （界隈数） 都市美 文化度 無名性 界隈性 パリ的 観光化 高級感 水＆緑
区域Ⅰ （12） 42.9 8.2 4.5 5.3 4.1 10.6 2.0 1.8
区域Ⅱ （13） 30.7 26.1 10.5 13.0 3.6 4.3 8.0 2.3
区域Ⅲ （29） 33.4 17.3 14.7 12.0 5.6 6.1 5.1 3.8
区域Ⅳ （25） 31.7 8.3 23.5 16.8 4.3 2.9 2.5 6.0
左岸 （28） 31.4 20.4 18.6 11.8 3.7 3.7 6.5 1.8
右岸 （43） 33.1 17.3 13.1 14.2 4.6 5.5 4.7 4.6
三ッ星 （14） 45.4 11.8 4.8 8.4 8.8 8.0 4.1 7.5
二ッ星 （25） 32.3 23.4 12.1 12.5 3.2 3.7 6.3 3.2
一ッ星 （21） 31.2 17.4 16.2 15.4 4.0 5.9 4.2 3.6










 単純な記述式には同異間係がある．「A と B は調
和」，「A とB が共存」は「協調」で，「A=B」と書け
る．「A は B の中にある」，「A は B の一部」も，A
と B の「協調」とみなす．逆に，「A とB は対照的」，
「一方に A，他方にB がある」は「相違」で，「A≠B」
と書ける．また，複雑な記述式には影響関係がある．
「A が B をもたらす」，「B は A のおかげで存続」な
どは，A の B に対する「貢献」で，「A▷B」，「B◁A」
と書ける．一方，「A が B を台無しにした」，「B は A













▶（P+I+I）◁（U+Q）」になるが，2 度ある U と I を 1
度とみなして，「U▶（P+I）◁（U+Q）」と整理できる．
その結果，「P+I」，「U▶P」，「U▶I」，「P◁U」，「P◁Q」，




















「協調」が 4，「相違」が 11 となる．しかし，各記述
群には記述素数に差があるので，比率化する．すな
わち，《都市美》に属する記述素数 15 と《界隈性》
に属する記述素数 10 を足した 25 で割り，当該記述
群間の「協調」の比率を 0.16，「相違」の比率を 0.48，
のようにする．結果は第 3 表に示した． 
 第 3 表から，記述群の同異関係を表わす構造図も
作りたい．ただし，頻度のない記述群間もあるし，
第 3表 パリでの記述群の同異関係の比率 
 
注）＝は「協調」，≠は「相違」，空欄は事例なし． 
＝ 0.07 0.07 0.12 0.16 0.05 0.32 0.06
≠ 0.27 0.11 0.48 0.48 0.21 0.11 0.11 0.11
＝ － 0.13 0.09 0.14 0.06 0.13
≠ － 0.18 0.18 0.25 0.13 0.06 0.07
＝ － － 0.15 0.14 0.08
≠ － － 0.05 0.15 0.79 0.36
＝ － － － 0.10 0.08
≠ － － － 0.14 0.43 0.64 0.15
＝ － － － － 0.14
≠ － － － － 0.63 0.14
＝ － － － － －
≠ － － － － － 0.50
＝ － － － － － －
≠ － － － － － － 0.25
＝ － － － － － － －





































▷ 0.67 0.19 0.44 0.24 0.37 0.05 0.32 0.17
▶ 0.23 0.07 0.52 0.08 0.05 0.17
▷ 0.19 0.50 0.27 0.55 0.44 0.13 0.31
▶ 0.11 0.08 0.18 0.09 0.06 0.07
▷ 0.24 0.05 1.00 0.20 0.57 0.14
▶ 0.05
▷ 0.20 0.09 0.90 0.70 0.79 0.14 0.08
▶ 0.05 0.05 0.08
▷ 0.06 0.13 0.14
▶
▷ 0.05 0.07 0.25 0.13
▶ 0.37 0.06 0.29 0.43 0.38 0.13
▷ 0.21 0.06 0.21 0.07 0.25
▶









































数量化 4 類で 8 記述群の座標配置を行なう．次に，
同一記述群内も含めて，「協調」と「相違」の関係の
比率を差し引きし，「協調」の方が多い場合に限り，
0.20 以上を四重線，0.10 以上 0.20 未満を三重線，0.05




結果として，数量化 4 類による 8 記述群の座標配置
をあまり変えることなく，空間軸が描けたが，これ
は 8 記述群の言説上の構造（第 3 表）と 8 記述群の
空間的な位置関係（第 2 表）が連動していることを
意味している． 






 影響関係も構造図（第 4 図）にしたい． 64 ある
記述群間の「貢献」と「弊害」の頻度を集計し，比
 











率化する（第 4 表）．そして，「貢献」は，0.90 以上
を白の太矢印，0.70 以上 0.90 未満を白の中矢印，0.50
以上 0.70 未満を白の細矢印で，「弊害」は，0.50 以
上を黒の太矢印，0.40 以上 0.50 未満を黒の中矢印，

























































見できる．（モンマルトルの丘, GB.P-1990, p.367） 
［ t3 ▶（u8+i2）］ 




ワソニエール場末, GB.P-1990, p.377） 

























（サンマルセル界隈, GB.P-1990, p.577） 




















































書ミシュラン Guide régional Michelin』（後に緑色の
表紙で，『ギド・ヴェール・ミシュラン Guide vert 

























































































































この本に載せた店は全て 200 席を有する． 
 
 人々の行動や店の立地からビストロを捉える見方























第 5表 パリでのミシュラン掲載店の変移 
 
注）数値は該当店の全掲載店に対する比率（%）．「-」は項目自体が無い場合．「低価格セット」は，1993 年が 170 フラン以下，
1998 年が 100～160フラン，2003年が 27€以下，2008年が 33€以下．「ビストロ」と「ブラスリー」の数は，一覧表だけに拠
り，2000年代に「三行コメント」でビストロやブラスリーとされる店は含めない．「外国料理店」も一覧表だけに拠る． 
年 1983 1988 1993 1998 2003 2008 年 1983 1988 1993 1998 2003 2008
[掲載店数] [289] [356] [383] [398] [412] [380] [掲載店数] [289] [356] [383] [398] [412] [380]
星付き店 32.2 26.7 21.5 20.1 18.0 16.3 外国料理店 11.8 11.2 13.0 16.6 17.5 18.7
　三ッ星 1.4 1.4 1.3 1.5 2.4 2.4 　クレオール - - - - 0.5 0.8
　二ッ星 6.6 5.3 5.4 5.3 3.6 3.9 　ﾏｸﾞﾚﾌﾞ・ｵﾘｴﾝﾄ 2.1 2.2 2.1 1.8 3.2 3.4
　一ッ星 24.2 19.9 14.8 13.3 11.9 10.0 　イタリア・南欧 3.1 3.4 4.4 5.3 6.6 5.5
星無し 67.8 73.3 77.7 79.9 82.0 83.7 　北欧・東欧・中欧 1.7 0.8 0.8 1.5 1.5 1.1
ビブ印 - - - - 8.7 12.9 　インド 0.7 0.8 1.0 1.0 0.7 1.6
赤表示 2.4 2.5 3.9 5.0 4.6 5.3 　東・東南アジア 4.2 3.9 4.7 4.5 5.1 6.3
サロン付き - - 18.9 17.6 17.7 22.6 1・2区 13.1 11.2 11.9 9.0 10.2 10.3
野外席付き - 1.1 1.0 2.0 1.7 1.3 3・4・11区 5.2 4.8 6.0 6.5 5.8 6.6
土日営業 - - - - 20.1 22.4 5・6区 10 10.1 9.3 10.3 12.6 12.6
深夜営業 5.2 4.2 8.5 10.8 10.2 6.3 7区 10.7 9.6 10.1 10.3 10.7 12.9
低価格セット - - 30.1 28.6 18.2 28.2 8区 13.1 14.9 13.5 12.1 16.3 16.1
ビストロ - - - 11.8 9.0 10.5 9・10区 7.3 7.3 7.0 8.8 5.8 6.8
ブラスリー - - - 5.5 4.1 2.9 12・13区 5.5 3.9 5.4 6.5 5.1 4.7
14・15区 9.7 12.4 13.2 14.1 12.4 11.6
16区 9.3 7.9 7.8 8.8 8.5 8.7
17区 9.0 12.1 11.4 10.3 9.0 6.8
18・19・20区 6.9 5.9 3.6 3.3 3.6 2.9
 










（括弧内は合計） （58店） 乖離度 （322店） 乖離度 （20店） 乖離度 （360店） 乖離度
食器印 （672本） 88本 584本 +2% 82本 +7% 590本
星印 （95個） 9個 86個 +6% 37個 +34% 58個
ビブ印 （49店） 9店 +3% 40店 0店 49店 +5%
赤表示 （20店） 1店 19店 +10% ─ ─ ─ ─
サロン付き （86店） 16店 +4% 70店 14店 +11% 72店
野外席付き （5店） 0店 5店 +15% 3店 +55% 2店
予算の下限 （17,372€） 2,309€ 15,063€ +2% 2,477€ +9% 14,895€
ビストロ （97店） 19店 +5% 78店 0店 97店 +5%
ブラスリー （18店） 4店 +7% 14店 0店 17店 +5%
南仏料理 （31店） 5店 +1% 26店 0店 31店 +5%
クレオール料理 （3店） 1店 +18% 2店 0店 3店 +5%
マグレブ・オリエント料理 （14店） 4店 +16% 10店 0店 14店 +5%
イタリア・南欧料理 （21店） 3店 18店 +1% 0店 21店 +5%
北欧・東欧・中欧料理 （4店） 0店 4店 +15% 0店 4店 +5%
インド料理 （6店） 0店 6店 +15% 0店 6店 +5%
東・東南アジア料理 （25店） 2店 23店 +7% 1店 24店 +1%
雰囲気の語有り （58店） ─ ─ ─ ─ 1店 57店 +3%
1・2区 （39店） 4店 35店 +5% 3店 +3% 36店
3・4・11区 （25店） 4店 +1% 21店 1店 24店 +1%
5・6区 （48店） 9店 +4% 39店 2店 46店 +1%
7区 （49店） 5店 44店 +5% 2店 47店 +1%
8区 （61店） 8店 53店 +2% 9店 +10% 52店
9・10区 （26店） 4店 22店 +0% 0店 26店 +5%
12・13区 （18店） 4店 +7% 14店 0店 18店 +5%
14・15区 （44店） 11店 +10% 33店 0店 44店 +5%
16区 （33店） 1店 32店 +12% 3店 +4% 30店
17区 （26店） 5店 +4% 21店 0店 26店 +5%
















から 2008 年までの 25 年間を，5 年毎に調べてみた






































第 7表 『ギド・ミシュラン』の「赤表示」の説明の変遷 
 
  














る. ホテルでの滞在ならば, 特別に心地良くagréable, 安ら
ぐreposantが, それは, 建物の性格, 独自の内装, 立地環




る. ホテルでの滞在ならば, 特別に心地良くpleasant, 安ら















agreeable, 安らぐrestfulが, 次が理由になる. すなわち, 現








































は，ビストロかつブラスリーとされる店が 3 軒あるので，両者を足した 115 より 3 少
ない 112が合計，「外国料理」店は，イタリア・南欧，マグレブ・オリエント，プロヴ




第 5図 パリでのレストランタイプと地域の座標図 
注）横軸は固有値 0.20，説明率 72.6%で，縦軸は固有値 0.03，説明率 11.1%．☆☆☆
は「星付き」，XXX は「食器印」3 本超，R は「赤表示」，Bib は「ビブ印」，
Mは「低価格セット」，B&Bは「ビストロ&ブラスリー」，Eは「各国料理店」，
A&Aは「雰囲気」を表わし，数字はパリの区名やフランスの県番号を示す． 
3本超 星付き 赤表示 ビブ印 低価格 B&B 外国料理 A&A
（62） （67） （20） （49） （107） （112） （102） （58）
1・2区 （39） 28.2 20.5 7.7 5.1 25.6 23.1 20.5 10.3
3・4・11区 （25） 4.0 8.0 4.0 16.0 40.0 44.0 28.0 16.0
5・6区 （48） 12.5 14.6 4.2 12.5 29.2 41.7 35.4 18.8
7区 （49） 10.2 20.4 4.1 14.3 22.4 30.6 26.5 10.2
8区 （61） 34.4 29.5 14.8 0.0 9.8 14.8 21.3 13.1
9・10区 （26） 3.8 3.8 0.0 30.8 46.2 23.1 26.9 15.4
12・13区 （18） 5.6 5.6 0.0 5.6 55.6 38.9 44.4 22.2
14・15区 （44） 9.1 4.5 0.0 27.3 40.9 29.5 25.0 25.0
16区 （33） 36.4 27.3 9.1 6.1 15.2 21.2 30.3 3.0
17区 （26） 15.4 15.4 0.0 19.2 26.9 38.5 30.8 19.2














の 8 情報の比率とする行列（第 8 表）にコレスポン
デンス分析を施す． 







に裕福な 8 区や 16 区，中央に中流的な 5・6 区や 12・
















修飾語句 （意味） am at
bon enfant （良い感じの） 3




placée sous le signe de la Turquie （トルコ風） 1
de quartier （界隈の） 1
intime （親密な） 1
chic （おしゃれな） 1
électro chic （エレクトロポップな） 1
musicale （音楽的） 1
"dolce vita" （「甘い生活」の） 1
de brasserie （ブラスリーの） 1
cosy （フレンドリー） 1
branchée （ナウな） 1
pleine de vie （活気溢れる） 1
lounge （ラウンジ） 1
salon de thé （サロン・ド・テ） 1
salon （サロン） 1
deux （2つの） 1
décontractée （くつろいだ） 6 2
conviviale （懇親な） 6 1
chaleureuse （温かみのある） 4 1
animée （活気ある） 3 1





















示し，1998 年版では頻度 1 の場合も載せた．さらに比較のた
め，「cadre」の修飾語句で，かつ「ambiance」と「atmosphère」
の修飾語句になる場合も表中に記載した． 




de style vénitien （ヴェネツィア風） 1
mauresque （ムーア風） 1
début de siècle （20世紀初め） 1
typique （典型的な） 1
1900 （1900年様式） 3 2
Belle Époque （ベルエポック） 2 1
Art Nouveau （アールヌヴォー） 1 1
Art Déco （アールデコ） 1 5
médiéval （中世的） 1
des années 30 （1930年代） 1
18e siècle （18世紀） 1
fin 19e siècle （19世紀末） 1
Seconde Empire （第二帝政） 1 1
élégant （エレガント） 1 2 5 1






feutré （静謐な） 3 1
cosy （フレンドリー） 3 1
bistrot （ビストロ） 3 3
soigné （手の込んだ） 2
intimiste （アンティミスム） 2
chic （おしゃれな） 2 1


















































































































に限ると，40 得られ，記述連鎖は 93 捉えた．93×40
の 1/0 行列に，直交バリマックス法の回転を伴う因
子分析を用いて 5 因子まで出すと，意味的に妥当な
























第 6図 パリ近郊のシャトネ=マラブリ 













































































































































































どうだろうか．近郊 3 県の 27 章（27 地域）につい
て，ペリフェリックに接する場合を区域Ⅴ，遠郊 4
県（77 県，91 県，78 県，95 県）に接する場合を区
域Ⅶ，その中間を区域Ⅵとする（第 1 図）． 



























 記述群の影響関係に関しても，比率の値（第 14 表）
を使って，構造図（第 8 図）を描きたい．「貢献」は
0.50 以上を白の太矢印，0.30 以上 0.50 未満を白の中
矢印，0.25 以上 0.30 未満を白の細矢印で，「弊害」
は 0.20 以上を黒の中矢印，0.15 以上 0.20 未満を黒
の細矢印とした．また，7 記述群は，第 12 表から分
かった中心－周縁の 2 つの空間軸上に置いた．なお，
第 7 図では数量化 4 類の結果に合わせて記述群を布
置したために 2 つの空間軸が 16℃ずれているが，第
8 図では独立した 2 軸の存在を示すためだけに 2 つ
の空間軸をほぼ直交させている． 
 空間軸に注目して構造図を見ると，「貢献」も「弊































区分 （地域数） 絵画美 郊外化 工業化 混淆化 農村性 景観性 歴史性
区域Ⅴ （10） 14.0 25.8 39.6 4.5 5.6 6.0 4.6
区域Ⅵ （14） 31.7 17.4 22.7 0.5 14.4 8.1 5.2
区域Ⅶ （6） 6.0 7.9 32.9 4.2 30.6 6.0 12.5
92県 （11） 28.8 13.7 24.0 2.9 8.6 11.0 11.1
94県 （6） 36.7 17.7 14.7 0.4 17.0 11.6 1.9
93県 （10） 9.8 29.3 23.0 4.5 24.0 3.5 6.0
二ッ星 （3） 23.2 7.6 25.5 8.3 8.3 15.1 12.0
一ッ星 （4） 21.7 20.6 3.3 1.7 19.0 6.7 27.1




第 13表 近郊での記述群の同異関係の比率 
 
注）＝は「協調」，≠は「相違」，空欄は事例なし． 
＝ 0.07 0.07 0.08
≠ 0.11 0.13 0.08 0.08
＝ ─ 0.13 0.21
≠ ─ 0.06 0.07 0.08
＝ ─ ─ 0.08 0.09 0.09 0.10
≠ ─ ─ 0.33 0.27 0.10
＝ ─ ─ ─ 0.20
≠ ─ ─ ─ 0.20
＝ ─ ─ ─ ─ 0.10
≠ ─ ─ ─ ─ 0.11
＝ ─ ─ ─ ─ ─ 0.14
≠ ─ ─ ─ ─ ─
＝ ─ ─ ─ ─ ─ ─




































第 8図 近郊での記述群の影響関係の構造図 
注）仏語は第 11 表参照．弓状の太実線は距離的な中心－周縁軸，弓状の太
点線は社会的な中心－周縁軸で，各記述群がどこに多いかの目安を示す． 




▷ 0.33 0.20 0.14 0.31 0.08
▶
▷ 0.12 0.16 0.21 0.25 0.09
▶ 0.18 0.23 0.18
▷ 0.07 0.07 0.50 0.30
▶ 0.07 0.08 0.09 0.11
▷ 0.10
▶
▷ 0.07 0.20 0.25
▶ 0.13









































=ル=ポン, GB.IdF-1994, p.121） 










づけている．（93 県サントゥワン, GB.IdF-1994, p.448） 































情報も 2008 年版から取り出せる．近郊 3 県の掲載
店情報の内容分析と，「三行コメント」中の「雰囲気」
の語のコンコーダンス分析を行ないたい． 











（括弧内は合計） （7店） 乖離度 （53店） 乖離度 （0店） 乖離度 （60店） 乖離度
食器印 （112本） 11本 101本 +2% 0本 112本
星印 （6個） 0個 6個 +12% 0個 6個
ビブ印 （5店） 2店 +28% 3店 0店 5店
赤表示 （0店） 0店 0店 ─ ─ ─ ─
サロン付き  （18店） 3店 +5% 15店 0店 18店
野外席付き （3店） 1店 +21% 2店 0店 3店
予算の下限  （2,112€ ） 229€ 1,883€ +1% 0€ 2,112€
ビストロ  （7店） 2店 +17% 5店 0店 7店
ブラスリー  （1店） 0店 1店 +12% 0店 1店
南仏料理 （1店） 0店 1店 +12% 0店 1店
クレオール料理  （0店） 0店 0店 0店 0店
マグレブ・オリエント料理  （1店） 0店 1店 +12% 0店 1店
イタリア・南欧料理  （2店） 0店 2店 +12% 0店 2店
北欧・東欧・中欧料理  （0店） 0店 0店 0店 0店
インド料理  （0店） 0店 0店 0店 0店
東・東南アジア料理  （3店） 0店 3店 +12% 1店 3店
雰囲気の語有り  （7店） ─ ─ ─ ─ 0店 7店
92県 （34店） 5店 +3% 29店 0店 34店
93県 （9店） 1店 8店 +1% 0店 9店














 空間軸の有無も興味深い．近郊では 3 県が別方向
を向き，パリにあった民衆地域－富裕地域の空間軸
は存在しない．県と近いレストランタイプを探して













第 9図 近郊でのレストランタイプと地域の座標図 





第 10図 パリと近郊でのレストランタイプと地域の座標図 




3本超 星付き 赤表示 ビブ印 低価格 B&B 外国料理 A&A
（6） （11） （0） （5） （22） （8） （7） （7）
92県 （34） 17.6 8.8 0.0 8.8 26.5 14.7 14.7 14.7
93県 （9） 22.2 11.1 0.0 11.1 55.6 33.3 0.0 11.1

























 近郊とパリを合せた 14 地域を対象とするコレス
ポンデンス分析も試みたい．第 5 図の民衆地域－富
裕地域の対比を示す弧が相当程度に再現され，この

























対に『ギド・ミシュラン』では，パリの 380 店中 58
店，近郊の 60 店中 7 店に「雰囲気」の語が記され，
パリと近郊に差はなかった．しかし，細かく見ると，


















































































































































































ともできるが，第 8 表と第 16 表から把握できるの
で，省略した．なお，「赤表示」は分布図としても描
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